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七一一一一

占
巾
官
庁

間
主
張
し
、
多
数
者
の
訣
れ
る
意
見
に
細
別
し
て
共
機
威
佐
保
リ
川
市
故
に
保
守
的
悦
質
を
帯
A
A
る
な

b
三
百
々

降
し
政
府
を
堅
固

K
誠
装
せ
ん
と
す
る
岡
家
的
概
念
は
常
湯
川
1
∞

)

パ

ー
に
存
在
せ
'
夕
、
:
:
:
ト
之
に
対
峠
す
る
は
枇
合
的
思
総
仁
し
一
…
印
し
て
彼
は
怒
に
断
山
一
一
日
ず
ら
く
~

a

て
升
は
岡
家
を
以
て
耽
舎
の
究
化
、
乞
会
う
せ
し
ひ
る
方
俊
一
寸
岡
家
の
楳
威

ι人
口
品
の
自
由
、
統
一
と
樹
機
性
階
級
的

手
段
と
見
倣
し
、
谷
耽
合
的
勢
カ
は
共
意
思
を
滋
表
し
怒
一
粉
紳
と
経
情
的
利
害
総
べ
て
N
A必
然
V-
無
数
の
政
治
的
枇
合
的

行
し
得
る
所
の
終
日
仰
に
動
か
じ
得
る
所
の
滋
徐
を
袈
盟
ナ
一
生
活
の
一
以
野
矛
活
は
立
に
相
交
錯
し
相
関
聯
し
て
，
以
て
総

6

・・7
此
の
綴
織
な
る
二
個
の
税
念
は
北
ハ
に
等
分
の
奨
却
と
て
ス
ホ
/
新
政
殺
の
組
成
を
促
す
J4
の
な
よ
リ
し
と

(:-ouω
ぃ

偏
阪
と
を
有
せ
ム
ツ
、
前
者
は
岡
家
を
上
よ
み
州
側
海
す
従
つ

J
∞
む
)

て
治
者
の
制
例
念
な
げ
り
、
之
に
反
し
て
後
者
以
閥
家
宮
下
ょ
一
要
之
ト
氏
以
英
閣
の
議
院
制
皮
政
熊
政
治
を
以
て
会
・
く

b
税
務
ず
従
っ
て
是
れ
被
治
者
の
恩
納
仰
な
i
ノ
、
川
し
治
者
一
英
闘
の
特
殊
の
事
情
に
Mm胎
じ
、
ァ

y
グ
ヱ
リ
グ
ツ
ン
民

被
治
者
の
釣
立
以
以
て
政
然
組
織
の
動
力
と
一
お
ふ
べ
か
ら
一
一
族
特
有
の
粉
紳
の
緩
販
に
外
な
ら
安
之
し
、
後
つ
〈
之
を

・
下
及
会
然
一
枇
合
的
性
質
を
帯
ば
・
ポ

J

糊濁
J

り
倒
家
意
思
の
統
}
十
模
倣
し
之
を
糊
例
議
に
移
入
ナ
み
の
安
且
つ
館
、
無
謀
且
つ

を
袈
感
ず
る
殿
格
な
る
怠
議
に
於
け
る
政
殺
は
決
し
て
存
一
不
可
能
な
る
を
鱗
寄
せ
る
唱
の
に
し
て
、
禁
制
々
、
な
る
脈

在
す
可
わ
ら
な
る
も
、
唯
夫
れ
政
治
的
闘
家
樹

ι今
日
の
一
史
限
共
の
鋭
利
な
る
論
僚
は
奇
人
の
徽
服
し
て
掛
か
か
る

所
間
保
守
黙
と
の
問
、
叉
枇
命
目
的
岡
家
制
仰
と
所
調
進
歩
z娘
一
所
在
か

と
の
問
に
級
め
て
密
接
の
関
係
あ
-AJ
、
議
し
枇
舎
は
常
に
一

岡
家
よ
F

り
す
辺
波
に
動
揺
し
新
感
知
加
新
総
締
的
勢
力
は
図
{

・
米
の
之
を
承
認
領
解
す
る
に
朱
ち
て
先
づ
設
問
な
る
勢
力

と
な
ら
才
る
可
か
ら
み
ψ
J

注
れ
ば
仰
れ
の
政
府
活
統
治
す
る

釦

斜

o' 
tρ 

-
h
u
ι
n
p
E時
L

J
ゴ日

J
l
J
A
-
-
-
λ
t
l
 

助

み

制
似
て
英
鴎
に
波
り
堀
江
救
援
が
併
殺
せ
ら
'
れ

L
勺
J

ゴ
ー
ル
ド
ス
ミ
入
、
フ
イ

プ
ヲ
リ
ー
し
に
て
づ
英
凶
忙
於
け
る
一
世
世
貸
木
主
説
明
の
時
間
風
史
し
を
切
符
鋭
、

々
れ
よ
り
鰯
ω防
犯
就
{
部
定
に
供
、
殺
幸
に
金
と
時
と
や
官
併
せ
ば
挺
に
「
u

曾

員

諸

君

'

る

『

、

ィ

ド

L

の
汽
船
に
乗
じ
て
お
織
が
而
-
小
頭
綱

m、
土
耳
其
万
刊
を
総
滋
L
h

ス
プ
レ
-
河
畔
の
風
光
‘
綿
々
稿
係
た
る
昔
の
羽
川
vlt蛾
‘
然
的

i
人
然
的
中
世
比
一
於
け
る
レ
パ

ν
ト
商
業
の
紋
飴
忙
場
前
知
致
仰
向
存
候
。

治
制
酬
を
以
〈
勝
る
能
地
は
、
今
華
街
ほ
小
金
が
来
伯
常
時
に
異
な
A
J
ず
、
阪
小
生
は
併
・
宛
上
の
般
利
の
矯
め
'
・
木
月
上
旬
伯
林
大
惨
比
入
事
代
供
、
入
胤
出
品

か
し
き
を
長
L
係
、
留
地
は
術
的
郊
の
機
附
肢
泊
事
情
W
(
完
備
L
i
生
品
川
必
滞
日
開
叩
M
H
式
日
極
め
て
倣
郎
氏
て

74
ユ
ミ
ヅ
ト
L

総
長
白
か
ム
ノ
握
手
せ

b
れ
候
節

ハ
皆
地
及
境
部
維
出
切
納
氏
於
け
る
肉
減
問
販
は
阪
に
新
紙
上
に
て
仰
木
矧
の
は
小
生
は
少
か
ム
ノ
ず
般
向
上
紀
州
到
す
る
自
己
の
信
念
を
お
め
依
h

岡
大
感
ぼ

ζ

と
)
存
候
、
蹴
比
一
後
者
に
て
は
比
濯
を
防

e
矯
め
-
、
最
れ
南
米
ア
ル
ザ
シ
年
以
は
な
か
/
¥
機
大
忙
て
小
生
は
一
一
平
・
の
感
午
一
色
共
に
煩
火
行
刑
の
中
に

ふ

J

Y
よ
り
冷
向
を
輸
入
L
好
紛
則
前
・
を
見
侠
〉
及
妙
カ
(
小
笠
の
筑
間
川
忙
於
け
入
り
て
而
白
(
〕
タ
を
沿
(
り
供
、
皆
名
川
酬
は
っ
し
γ
品

-Tァ
l
」
数
段
に
統

る
下
女
〕
人
一
ヶ
月
の
手
常
間
十
M
K有
之
依
〉
を
除
会
て
は
諸
物
償
左
海
‘
必
ず
候
ハ
岡
敬
授
の
競
技
は
緩
め
て
川
一
快
民
て
間
取
り
日
仰
与
語
、
向
ほ
岡
敬
扱

束
中
日
仰
と
呉
な
ら

γ
i
沓
な
成
物
ハ
洋
物
)
の
如
き
は
泌
か
に
縦
慣
に
有
之
候
‘
の
岡
氏
抑
制
消
際
紛
花
見
る
が
如
争
、

M
T
L
5
3
3悼
の
感
有
之
候
可
及
的
林

小
佐
は
白
日
制
宛
の
主
緩
和
比
悼
の
叶
企
業
の
見
地
よ
り
親
花
る
中
世
史
及
近
世
高
等
商
業
場
校
に
て
「
グ
ム
バ
ル
ト
し
教
授
の
総
消
史
九
三
総
誘
致
絞
同
教
授

史
」
と
一
一
一
一
一
溜
険
方
問
忙
…
閥
ず
あ
糾
宛
材
料
・
や
・
施
策
す
芯
然
、
毎
日
小
同
地
の
の
問
中
縁
日
制
制
し
て
は
、
小
生
は
少
か
ち
-
ず
る
疑
問
T
C
史
的
民
館
、
ー
ら
を
有
し
供
、

王
立
闘
書
館
及
伯
林
火
事
附
尉
附
書
館
の
厄
介
と
相
成
供
、
小
生
は
娃
等
の
此
機
曾
を
利
用
L
て
自
己
の
疑
問
を
解
決
致
度
存
候
‘
鋭
、
最
抵
の
限
史
波

跡
的
知
の
矯
め
来
一
裕
十
日
一
月
起
常
地
締
濯
の
総
定
に
侠
追
っ
と
自
来
年
現
矧
ニ
が
如
何
に
史
的
事
授
を
減
期
し
、
曲
解
せ
る
ζ

と
は
総
人
皆
川
誕
生
仰
な
き
鴎
と

〕
一
一
ナ
月
間
は
南
樹
氏
て
専
b

つ
ア
ウ
グ
ス
プ
ル

t
L
ヱ
リ
ノ
ル
ム
し
ゴ
一
ユ
ル

ν

信
じ
候
。

ベ
ル
ヒ
い
つ
け
H
I
T
V
プ
ル
グ
」
寸
ス
ト
ラ
ス
プ
ル
が
し
寸
7
7
y
h
J
ブ
ル
ト
、
J

籾
泌
史
mmの
将
来
花
開
L
て
は
天
才
の
関
税
せ
ず
お
限
り
、
定
詰
川
山
る

h
k

ア
ム
、
マ
イ
V
」
等
の
諸
市
、
北
削
側
逸
、
に
て
「
b

し
ル
ヂ
λ

ハ
イ
ム
し
等
hrwR地
・
一
一
位
b
J
Y
E信
候
、
所
調
政
治
的
現
象
な
る
越
の
が
史
明
仰
山
党
上
の
判
的
都
柁
り

淵
街
し
h

川
被
年
森
川
氏
に
填
部
総
山
也
納
岳
制
似
て
伊
太
利
氏
下
り
山
q
b
「
つ
ベ
一
一
し
時
K
於
て
ζ

そ
者
じ
き
滋
渉
縫
絡
を
hu
せ
し
皆
、
然
か
場
一
度
政
治
の
純

1
L
い
つ
フ
ロ
レ

Y
寸
八

L

「
ザ
ノ
ア
L

つ
ア
マ
ル
フ
・
'
・
」
山
手
を
質
地
制
夜
L
、
更
に
凶
冶
脱
L
て
、
滋
は
世
界
史
と
な
り
‘
成
は
-
文
祐
史
と
な
り
J

.

史
花
山
人
事
の
、

雨
扮
t
伊
大
利
の
中
間
地
花
wh'
瑞
四
の
交
滋
路
ハ
主
と
し
て
中
世
近
世
の
初
海
論
的
燐
成
と
な
る
に
変
り
て
‘
彼
等
は
自
己
の
併
狩
訟
を
改
め
ず
る
可
か

期
〉

b
h
踏
資
し
て
一
先
づ
伯
林
に
帰
り
、
市
民
け
と
同
年
四
月
利
樹
、
ム
同
一
斗
殺
を
ち
・
ず
る
に
一
金
り
、
詳
、
併
狩
訟
を
敬
む
る
と
共
R
h
仲
牧
内
総
の
食
糊
な
る
を
峨
ず

9 . 

秀

附

部

120 
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4
5
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議
や:~
訪問

4命、

あ
た
主
れ
り
E

4

ん
れ
授
忙
口
披
託
つ
7
h
v

グ
レ
ヒ
ー
ト
L

・
教
授
の
阿
agM均
M
r
y

m悼
の
げ

MMMnroH
口
町
注
目
品
の
よ
り
て
午
一
ぜ
し
所
以
と
存
候
〈
中
。
戸
州
、
g
y
o
o
r
f

三
位
。
比
呂
志
民
主
5
山

oud-rM$012romv何日誌
o
g
Z
P
R
o
q
a
O
2
0
5
r
p
U円

0

3

令

l

L

e

y

-

「

川

」

川

河

ト

v

d

.

十
.
，

d

同
H
.

ト

コ

、

ぺ

J

d

d

3
0
Z
凶
作
事
ω
容…

eM定
的
林
火
山
中
の
寸
プ
一
プ
イ
v

b
し
数
一
授
の
人
広
史
ト
ぬ
φ

同

P
5
0
r
民
.5ε
同
寸
門

C
E
H
R
Oロ
ρ

a

k

p

i

l

、

の
如
ミ
ぜ
い
者
知
山
内
甚
だ
よ
き
号
、
出
時

H
H
F
H
e

ゲ
各
に
終
る
ぷ
の
り
札
渇
ち
・
ず
や
と
疑
‘

J

円
引
ハ
日
比
日
仏
ぴ
ぐ

J

て
〈
・
}
山
口
円
凶
作

P
口
仏
M
N
・
一
門
ト
吋
O
O
F
-

ム
者
忙
絞
o

'

ハ

之
れ
陀
反
Lγ
ー
日
本
花
M
F
け
る
出
入
品
み
は
其
研
・
%
の
方
訟
に
i
て
宜
L
、
今
、
市
営
符
九
百
五
年
に
初
め
て
第
十
州
を
日
公
に
し
ヤ
ド
る
本
書
以
ト
ナ
中
山
ゐ

れ
一
日
い
日
い
ね
れ
付
け
れ
れ
れ
副
館
内
れ
い
い
切
れ
一
九
月
美
術
暴
行
ι苦
玖
先
制
し
を
。
統
計
十

手
品
ベ
℃
御
批
一
冊
(
ぜ
か

γ
引

制

加

に

侍

一

、

一

二

冊

何

れ

宅

専

門

史

家

の

祭

仁

成

れ

る

ρ
も
の
な
れ
ば
、
今

日
本
の
如
ゐ
新
準
の
胤
…
術
随
一
κ
於
て
、
必
要
な
る

ιの
は
、
戦
川
崎
の
功
名
者
一
後
少
く

4
数
十
年
間
以
英
剛
山
ん
の
オ
ヅ
ソ
リ
チ
!
と
し
て

ι
?
3
Lて
‘
附
?
っ
戦
坊
の
娘
一
牲
者
忙
有
ウ
ん
侭
恋
日
べ
生
、
が
如
斗
、
告
の
一
推
稲

3
る
L

、
な
ら
ん
、
ム
河
川
詳
細
な
み
書
吹
を
制
げ
地
岡

似
川
区
日
慌
の
峨
牧
民
於
て
死
守

J

‘
刊
号
身
な
1
7
、
依
命
を
今
日
に
み
ム
ふ
す
る
は
一
采
岡
附
・
袋
一
を
添
え
日
銀
は
年
決
慨
仁
つ
く
1

り
日
一
お
引
を
弘

之
れ
一
六
の
脇
な
り
、
余
は
此
一
本
を
間
総
ず
る
ん
骨
に
感
慨
の
か
品
、
附
け
丘
北
つ
一
‘一

附
じ
あ
れ
ば
参
目
考
書
と
し
て
は
先
づ
以
て
巾
八
万
な
し
。
一
合

る
巻
町
凶
ゆ
、
希
(
ば
倣
命
の
渇
j
b
ん
限
り
}
日
本
vh
於
り
あ
芳
賀
な
る
史
風
一

の
絡
ん
は
?
」
な
り
ト
、
後
援
者
と
な
り
て
研
一
見
広
従
事
数
段
存
候
u

・
一
山
知
一
考
書

ιし
て
府
絞
な
る
の
み
か
、
概
し
て
十

l
〆
ゾ
ル

美

L
土
議
の
下
に
誌
に
協
力
の
統
制
作
ナ
、
我
徒
四
千
の
師
初
心
を
二
な
れ
ば
-
英
側
史
仁
趣
味
を
有
す
る
人
は
一
部
を
舎
新
仁

いに
L
て1
泊
四
一
撃
を
助
一
砂
、
日
本
の
際
総
義
・
殺
虫
ー
し
て
一
見
h
k

一
甘
い
外
の
酬
間
際
市
町
一
忠
一
備
ふ
可
し
九
議
行
害
時
叫
H

ン
グ
マ
ン
ス
グ
y
l
y
合
枇
は

た
i

り
し
め
が
あ
一
川
か
お
フ
す
'
存
一
般
o

l

.

一
本
配
中
は
猿
約
前
段
に
て
滋
賀
す
可
し
と
の
乙
と
な
か
o

縫
-
〈
一
航
れ
て
純
闘
の
湯
川
m
d
m察
す
れ
ば
一
覧
際
の
政
策
川
日
々
、
果
た
お
ケ
本
舎
は
滅
欧
州
上
・
0
見
れ
ば
ケ
山
J
J
H
J
Y

ヂ
大
感
阿
人
の
事

総
上
の
傾
川
比
一
於
て
多
{
需
工
川
、
合
Hm
の
右
ウ
ム
供
、
ロ
ハ
村
代
紅
色
一
吋
告
書
の
多
守

1

・

，

h
t
-
r
f
l
'
M
l

{
し
て
、
月
日
の
援
で
お
き
と
2
誌
に
人
奈
川
一
一
大
悦
噂
長
引
え
候
惑
か
業
之
日
ナ
可
を
だ
机
-
史
に
劃
す
る
4
明
科
大
陸
一
一
号
出
身
者
の
事

去
勢
市
の
仰
一
位
康
史
跡
る
ハ
十
月
サ
五
日
約
林
【
て
〉
栄
之
巡
見
倣
ず
可
J
L
、
一
蹴
総
主
任
、
ρ
y
ト
氏
以
王
立
史
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践
す
舎
々
一
長
に
し
て
営
て
午
、
持
に
教
鞭
ど
執

b
、
レ
i
y
、
特
に
保
守
縫
の
鍔
仁
ず
み
が
如
を
の
嫌

rぎ
に
み
ら
ね
ど

プ
i
ル
郎
ん
は
同
大
事
に
於
て
古
女
没
阿
-
鼠
?
?
議
b

っ、ゐ
1
り

で

i
バ

l
ト
ポ
ー
ル
氏
の
近
世
英
闘
史
の
自
由
熊
織
負
の
一

尤
唱
第
二
一
加
は
ヱ
!
ル
の
ア
ダ
ム
ス
殺
授
の
紘
一
γ

仁
成
れ
ど
~
如
く
甚
し

jmrら
安
、
マ
ヅ
ヵ

j
v
i
の
現
代
史
の
泌
事
的

そ
の
他
の
寄
稿
者
以
殆
ん
ど
主
体
大
卒
に
於
て
・
足
感
を
修
一
な
る
に
揃
忠
一
せ
訟
ゐ
人
に
は
乙
の
ジ
ド
コ
!
、
。
!
兵
の

め
ち
心
唱
の
・
、
み
な
ん
/
と
一
試
ふ
活
不
可
な
し

0
1

ハ
ン
ト
氏
一
舎
を
滞
む
る
を
得
ん
。
そ
の
他

γ
ン
チ
ヱ
ス
タ
!
大
尽
の

は
第
十
慨
を
同
大
感
近
世
史
滋
授
オ

l

マ
ジ
阻
ん
は
第
四
時
一
ヅ
!
ト
教
授
は
第
三

m
k午
訟
の
鵡
師
プ
イ
ヅ

V

ヤ
l
民

を
著
は
し
文
、
第
六
附
w
k起
稿
せ
ゐ
ポ
テ
!
ド
数
授
、
第
一
は
第
石
川
一
川
市
公
ヱ
ヂ
y
J
J
Y
の
日
ヅ
ザ
一
教
授
は
第
八
冊
な
午

レ
心
情
を
執
筆
せ
る
モ
y
f
!
ゲ
数
授
は
、
共
に
余
が
倫
敦
…
洋
の
レ
ダ
ム
氏
は
第
九
加
を
牛
深
マ
i
ト
シ
九
レ
!
ジ
院

な
る
ユ
コ
ザ
ジ
4
7
i
カ
レ
ー
ク
V
L
於
で
訟
を
受
け
な
る
忠
一
長
故
プ
ロ

l
ド
リ
ヅ
グ
氏
は
第
十
一
婦
を
悲
し
、
リ
Y
が

仰
な
る
が
、
何
れ
弘
牛
枠
大
患
出
な
t
り
、
ボ
J
7
i
ド
数
投
一

l
ド
英
図
史
夜
行
以
後
八
十
年
に
し
て
、
乙
の
英
閥
政
治

に
は
へ

Y
リ
八
快
之
体
、
託
社
史
之
一
峡
索
等
の
傑
作
、
わ
ら
一
舟
は
完
結
せ
・
夕
、
一
向
し
て
題
し
て
政
治
史
三
一
本
ふ
号
、
宗

モ
シ
テ
ー
が
ノ
滋
授
の
英
悶
窓
泌
氏
以
館
山
平
に
し
て
能
く
そ
一
致
、
感
替
、
経
糖
、
一
枇
合
等
に
閥
才
る
事
件
の
綾
田
肢
を
壮
一
吋

の
‘
裂
を
俳
文
λ
ノ
第
一
婦
の
著
者
ホ
ツ
ジ
キ
シ
氏
は
倫
敦
な
一
悶
腕
せ
る
に
は
あ
ら
み
少
、
唯
政
治
上
の
現
象
に
重
を
止
法

る
ユ
コ
ザ
ジ
チ
!
、
カ
レ
i
ジ
の
出
身
な
る
が
、
伊
太
利
入
プ
け
ゐ
の
み
。
(
問
中
平
一
郎
)

山
崎
史
の
大
作
は
夙
に
史
感
界
に
名
時
b
w
一
宮
川
く
し
、
千
六
十
一

六
年
以
前
の
英
闘
史
の
選
鴻
拡
貨
に
そ
の
最
弘
得
意
と
す
一

る
所
な
ら
、
第
十
二
船
女
王
グ
イ
グ
ト

l
リ
ア
治
世
史
の
へ

作
活
者
グ
ド
ュ

I

J

f
氏
は
政
論
家
と
し
て
怯
に
知
ら
れ
、

λ
タ
シ
ダ
}
ド
紙
上
に
数
ば
能
楽
生
振
ヘ
t
9
0

そ
の
笠
・
端

弘
氏

b
k
F
 

一
一
一
川
何
事
命
日
記
事
サ

一
一
一
同
党
準
命
日
大
舎
、

一
一
一
回
火
山
中
曾
秋
期
講
演
大
命
は
十
一
月
什
四
日
午
後
一
時
よ
り
燦
感
情
鴨
川
消
火

雑

七
三
五

1・、


